
は じ め に

　本市では、平成18年（2006年）５月に「いのちとくらしを守り、一人ひとりが
輝くまちづくり」を目標に掲げ、吹田市地域福祉計画を策定しました。平成23年度
（2011年度）からの第２次地域福祉計画の期間を含めたこの10年間に、地域に住む
誰もがいきいきと輝き、安心して暮らせるまちづくりの実現に向けて取り組んでま
いりました。
　価値観の多様化や少子高齢化、核家族化の進行等により、地域における人と人の
つながりは希薄化が進み、子育ての不安や介護の悩み、孤立、虐待などの問題が起
こっています。近年の経済状況や、頻発する大規模な自然災害などにより、生活困
窮や災害時の避難支援などの課題も浮き彫りになるなど、地域住民が抱える生活課
題や不安はますます多様化、複雑化しています。こうした問題を暮らしの場である
地域でとらえ、行政や関係機関との連携のもと、地域の人と人が支え合う関係を作
ることで安心・安全な暮らしを実現しようとする「地域福祉」がより重要になって
います。
　地域福祉の推進には、地域住民、事業者、ボランティア・NPOをはじめとする各
種団体の活動が活発に行われることが大切です。本市では、多彩な人材に支えられ
て、地域ごとに工夫がされた一人暮らし高齢者向けの昼食会など、様々な地域福祉
活動が行われています。行政の取組としては、コミュニティーソーシャルワーカー
を身近な地域に配置し、住民からの様々な相談を受けるとともに、地域課題の解決
に向けた住民の主体的な活動を支援するなど、地域福祉推進の基盤整備を進めてい
ます。
　｢第３次吹田市地域福祉計画」では、目標達成に向けた具体的な27施策のうち、
｢お互いの顔の見える関係づくり」や「福祉活動の担い手づくり」など５つの重点施
策を掲げております。市民の皆様と手を携え、重点施策を中心に、本計画を推進し
てまいりたいと存じます。皆様の一層のご理解とご協力をお願いいたします。
　結びに、本計画の策定にあたり、多大なご尽力を賜りました吹田市地域福祉計画
推進委員会の皆様をはじめ、実態調査などに御協力いただきました市民の皆様、各
種団体、関係機関の皆様に心から感謝申し上げます。

平成28年（2016年）３月
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　吹田市社会福祉協議会では、地域住民、関係機関・
団体、行政と協働して、地域福祉の推進を図ることを
目的に、５か年計画である地域福祉活動計画を第１次
（平成17～21年度)、第２次（平成22～26年度）と策
定し、計画に従ってさまざまな事業を展開し、地域福
祉の推進に努めてきました。
　第３次地域福祉活動計画（平成27年度～平成31年度）の策定作業をすすめ
ていた平成26年度に、「誰もが安心して暮らせる住みよいまちづくり」の実現を
目指し、総合的・計画的に今後も取り組むべき指針となるこの計画を、地域住民や
関係機関・団体、行政とともに策定するため、自由かっ達に意見交換できるよう
ワールドカフェ方式での意見交流会である「すいこれカフェ」を次のように企画・
実施し、たいへん好評でした。
開催目的
①第３次地域福祉活動計画の策定に向けて、市内で活動する様々な団体に、吹
田市社会福祉協議会のことを知っていただき、ご意見をいただくことで、本活
動計画の具体的な取組につなげる。
②それぞれの目的を持って活動している団体同士が意見交流をすることで、新た
なつながりや出会い、気づきが生まれるきっかけの場とする。
③さまざまな地域福祉課題について知り、新たな取組を考える機会とする。
｢すいこれカフェ」への参加状況
○平成26年11月19日（水）亥の子谷コミュニティセンターで実施
　参加者は26団体41名
○平成26年11月29日（土）内本町コミュニティセンターで実施
　参加者は、25団体38名　　
参加者からの感想
○｢地縁型（地区福祉委員会等)」と「志縁型（ボランティア・NPO)」との相互理
解が深まった。多様な意見を聴くことができた。
○｢顔の見える関係づくり」ができた。
○吹田のまちを盛り上げようという機運を感じ、
やる気が出てきた。

吹田市社会福祉協議会

すいこれカフェ 
～吹田のこれからを考える意見交流会～

すいこれカフェ 
～吹田のこれからを考える意見交流会～

すいた
コラム1

7



8

第
１
章

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

４ 計画策定における基本的な考え方



9

第
１
章

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

５ 計画推進における基本的な視点



10

第
１
章

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

６ 計画期間

７ 市民参加による計画策定までの取組



11

第
１
章

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て



12

第
１
章

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て



吹田市の地域福祉の
現状と課題

第２章



14

第
２
章

吹
田
市
の
地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題

１ まちの成り立ちと特色ある地域

第２章 吹田市の地域福祉の現状と課題



15

第
２
章

吹
田
市
の
地
域
福
祉
の
現
状
と
課
題
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３ 本市における地域活動の状況
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　地区福祉委員会（おおむね小学校区に１つ）は、「同じまちに生活する
住民同士の助け合い・支え合い活動」を行っています。地区により活動内
容や対象者・取組方法・頻度は異なりますが、活動のひとつに、ひとり暮
らし高齢者を対象にした「ふれあい昼食会」があります。

　ひとりで食事をすることが多い高
齢者に集ってもらい、同世代の方や
福祉委員さんと食事をしながら交流
し、和やかな雰囲気で過ごしてもら
います。
　桃山台地区福祉委員会の昼食会は
地域全体で取り組んでいます。年６
回の昼食会を、福祉委員会をはじ
め、各自治会やPTAの方々などさ
まざまな団体が分担しており、食事
メニューから食後の催し内容まで全
てを担当します。PTAが担当をし

た際は、｢日頃子どもたちが学校で食べている給食を食べてもらおう！」と
給食メニューがふるまわれたこともあります。食事中は、高齢者の皆さん
も昔話に花が咲きました。
　地区福祉委員会の活動に、PTAなど若い世代へも協力の働きかけを行
い、地域全体で協力し合うことで、地域活動を知り関心をもってもらう
きっかけにつながると思います。

吹田市社会福祉協議会

コラム２
ふれあい昼食会へのPTAなど地域諸団体の参画ふれあい昼食会へのPTAなど地域諸団体の参画
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寝たきりや認知症等の方がいる世帯のこと
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自治会等が暮らしの問題や安
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地域ふくし協力金など、募金

に寄附する
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７ 第３次計画に向けての地域福祉の課題整理
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１ 計画の基本理念及び目標

第３章 地域福祉計画の基本方向
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